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大切に使用し、技を極めます！
南九州コカ・コーラボトリング株式会社が

一勝地小に一輪車１０台を寄贈
　

10
月
11
日
、
南
九
州
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ
株
式
会
社
が
一
勝
地
小
に
一
輪
車
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
地
域
社
旗
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
小
学
校
な
ど
に
一
輪
車
を
寄
贈
し
て
お

り
、
今
回
一
勝
地
小
に
一
輪
車
10
台
を
贈
り

ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
一
輪
車
を
受
け
取
っ
た

浦
野
克
喜
く
ん
と
髙
澤
華
梨
さ
ん
は
、「
み

ん
な
で
大
切
に
使
い
ま
す
」、「
一
輪
車
の
技

を
極
め
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

◆ 今月の表紙 ◆
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球磨村の秋を満喫
　１０月１４日、田舎の体験交流館「さんがうら」で「稲
刈り・掛け干し体験」が行われました。
　熊本市から父親の鬼

おにづか

塚誠
まこと

さんと一緒に参加した咲
さき

さん
は、地元の大無田満浩さんの指導で機械を使っての稲刈
りに挑戦し、笑顔で上手に稲を刈っていました。

（関連記事を１５ページに掲載。）

一輪車を受け取る髙澤華梨さん

Pick
Up

　３ 敬老会 ２１ 陽だまり
　４ 平成２３年度球磨村決算報告 ２２ 社協コーナー
　６ 財政健全化率及び資金不足率の公表 ２３ 青年団２０１２、くまむら ぱとろーる
　７ 第２回区長会 ２４ １１月休日当番医、頑張れロアッソ
　８ スポーツの秋 今月のおススメＢｏｏｋｓ
１４ むらのトピックス ２５ みんなのひろば
１７ 東海カワセミ会 １１月行事予定 ＥＶＥＮＴ ＣＡＬＥＮＤＥＲ
１８ お知らせ ２６ 第７回くまむら棚田写真コンテスト
２０ 球磨村の天然記念物＆文化財
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食べて、歌って、踊って楽しいひとときとなりました

ひょっとこ踊りが会場を盛り上げる

職員も芸達者です

　

球
磨
村
で
は
、
９
月
17
日
か
ら

2
日
ま
で
の
５
日
間
を
敬
老
週

間
と
し
、
各
分
会
８
会
場
で
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

度
は
75
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
、

４
５
５
人
の
敬
老
者
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
柳
詰
村
長
が
「
村

政
の
柱
と
し
て
「
高
齢
者
に
や
さ

し
い
む
ら
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ま
の
福
祉
と
健
康
と
そ

し
て
幸
福
の
た
め
、
ま
す
ま
す
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の

事
業
の
一
つ
が
、
本
日
の
敬
老
会

で
す
。
時
間
の
許
す
限
り
、
地
域

の
方
々
と
共
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
婦
人
会
や
地
域
の

有
志
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ

フ
が
に
ぎ
や
か
な
歌
や
踊
り
を
披

露
し
、
敬
老
者
か
ら
は
笑
顔
が
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

歌
や
踊
り
で
笑
顔
溢
れ

る
ひ
と
と
き

笑顔が溢れた一日
８会場４５５人が出席し敬老会開催

球
磨
村
は
、
10
月
１
日
現
在
の
高
齢
化
率
が
38
・
２
％
と
高
い

数
字
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
少
子
・
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
深

め
、
お
互
い
が
共
に
助
け
合
う
、
「
共
助
の
村
づ
く
り
」
を
進
め

る
こ
と
が
望
ま
れ
、
何
よ
り
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
将
来
、

子
ど
も
た
ち
も
、
高
齢
者
も
す
べ
て
の
村
民
が
、
手
と
手
を
取
り
合

い
、
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
村
づ
く
り

を
私
た
ち
の
手
で
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

行政区別高齢化率
行政区 高齢化率（％）

1 33.6
2 26.4
3 35.3
4 37.8
5 40.6
6 36.0
7 48.5
8 42.9
9 37.8
10 54.6
11 37.2
12 40.5
13 37.6
14 41.7
15 41.6
16 41.1
17 40.0
18 37.9
19 35.4
20 35.4
21 37.0
計 38.2

敬老会出席者数
会場 該当者数 出席者数

1分会 148 57
2分会 192 58
3分会① 69 34
3分会② 70 47
4分会① 143 62
4分会② 117 51
5分会 190 74
6分会 202 72

計 1.131 455
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平成23年度 球磨村 決算報告

歳入

歳出

特別
会計

　平成２４年度球磨村議会９月定例会で、平成２３年度球磨村一般会計をはじめ、国民健康保険、介
護保険、簡易水道の各特別会計歳入歳出決算が認定されました。平成２３年度に納めていただいた税
金、国、県からの補助金など、住みよい村づくりのために限られた予算を最大限に活用した村の財政
運営を理解していただき、今後においても本村発展にご協力いただくために、平成２３年度の決算の
概要を報告します。

村
づ
く
り
の
資
金

歳
入
は
自
主
財
源
と
地
方
交

付
税
や
補
助
金
な
ど
の

依
存
財
源
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
平
成

23
年
度
決
算
の
中
で
、
村
民
の
皆
さ

ん
な
ど
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税

金
額
は
、
２
億
３
４
，
２
９
０
千
円

で
、
昨
年
度
と
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
大
幅
な
増
収
は
期
待
で

き
ず
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
村
の
財
政
力
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税

は
、
18
億
６
３
，
３
７
２
千
円
で

前
年
度
か
ら
０
・
５
％
減
額
（
８
，

６
４
１
千
円
）
と
な
り
、
依
然
と
し

て
歳
入
総
額
の
半
分
以
上
を
占
め
て

お
り
、
交
付
税
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
税
収
な
ど
の
自
主
財
源

や
普
通
交
付
税
の
確
保
に
努
め
、

国
、
県
支
出
金
、
有
利
な
起
債
事
業

な
ど
の
活
用
に
よ
っ
て
財
源
運
営
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
に

歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ

て
、
12
億
１
２
，

５
７
９
千
円
（
27
・
４
％
）
減
少

し
、
32
億
１
１
，
８
５
２
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

商
工
費
で
は
、
村
内
事
業
者
へ

の
振
興
対
策
と
し
て
発
行
し
た

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
へ

の
助
成
や
、
昨
年
７
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
田
舎
の
体
験
交
流
館
さ

ん
が
う
ら
」
の
運
営
委
託
料
な
ど

に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
58
・
６
％

村税の構成 税額（単位:千円） 構成率（％）
村民税 74,588 31.8
固定資産税 126,784 54.1
軽自動車税 11,250 4.8
市町村たばこ税 20,968 8.9
入湯税 700 0.3
村税合計 234,290 100.0

一般会計決算状況（歳入）（単位：千円）

一般会計決算状況（歳出）（単位：千円）

区　　　　分 平成23年度
決算額

平成22年度
決算額 増減率（%）

地方税 234,290 234,271 0.0
地方譲与税 40,234 40,860 △ 1.5
利子割交付金 512 739 △ 30.7
配当割交付金 217 199 9.0
株式等譲渡所得割交付金 68 85 △ 20.0
地方消費税交付金 32,180 33,920 △ 5.1
自動車取得税交付金 5,816 7,087 △ 17.9
地方特例交付金 9,282 8,238 12.7
地方交付税 1,863,372 1,872,013 △ 0.5
交通安全対策特別交付金 644 622 3.5
分担金及び負担金 18,363 21,495 △ 14.6
使用料 20,895 6,168 238.8
手数料 3,314 3,610 △ 8.2
国庫支出金 278,033 1,057,305 △ 73.7
県支出金 248,826 458,015 △ 45.7
財産収入 37,833 51,800 △ 27.0
寄附金 800 729 9.7
繰入金 3,446 2,382 44.7
繰越金 86,920 156,104 △ 44.3
諸収入 72,035 27,369 163.2
地方債 349,257 528,340 △ 33.9
歳入合計 3,306,337 4,511,351 △ 26.7

区　　　　分 平成23年度
決算額

平成22年度
決算額 増減率（%）

議会費 76,297 57,093 33.6

総務費 783,237 1,896,928 △ 58.7

民生費 778,060 768,330 1.3

衛生費 244,570 203,154 20.4

農林水産業費 243,095 359,786 △ 32.4

商工費 17,644 11,124 58.6

土木費 266,652 184,206 44.8

消防費 133,967 153,538 △ 12.7

教育費 272,126 364,736 △ 25.4

災害復旧費 45,955 7,678 498.5

公債費 347,319 417,858 △ 16.9

予備費 2,930 0 -

歳入合計 3,211,852 4,424,431 △ 27.4

（
６
，
５
２
０
千
円
）
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、(

財)

熊
本
県
市

町
村
振
興
協
会
か
ら
交
付
さ
れ
た

宝
く
じ
収
益
金
に
よ
る
市
町
村
交

付
金
を
活
用
し
た
村
道
の
防
災
工

事
や
、
崩
土
除
去
な
ど
災
害
へ
の

応
急
工
事
等
の
た
め
前
年
度
に
比

べ
44
・
８
％
（
８
２
，
４
４
６
千

円
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
復
旧
費
で
は
、
昨
年
６
月

か
ら
７
月
に
か
け
て
発
生
し
た
豪

雨
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
、
村
道

横
井
大
槻
線
や
林
道
広
野
線
な
ど

の
復
旧
工
事
に
よ
り
前
年
度
と

比
べ
４
９
８
・
５
％
（
３
８
，

２
７
７
千
円
）
と
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
総
務
費
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
、
携
帯
電
話
の
利
用
を
可
能

に
す
る
た
め
の
情
報
通
信
施
設
関

連
事
業
な
ど
各
種
事
業
が
終
了

し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と

比
べ
58
・
７
％
（
11
億
１
３
，

６
９
１
千
円
）
大
幅
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

平成２３年度 平成２２年度 増減率（%）

1 国民健康保険特別会計
歳入 612,199 627,154 △2.4
歳出 570,256 567,009 0.6

2 後期高齢者医療特別会計
歳入 52,204 53,102 △1.7
歳出 52,186 53,020 △1.6

3 介護保険特別会計
歳入 619,893 582,377 6.4
歳出 615,918 566,335 8.8

4 簡易水道特別会計
歳入 116,725 98,587 18.4
歳出 106,638 86,827 22.8

地方交付税
1,863,372千円
56.4％

村積
349,257
　　　　　千円
10.6％

分担金及び負担金 18,363千円
財　産　収　入 37,833千円
諸　　　収　　　入 72,035千円
使用料及び手数料 24,209千円
寄　　　附　　　金 800千円

地方消費税交付金 32,180千円
地 方 譲 与 税 40,234千円
自動車取得税交付金 5,816千円
地方特例交付金 9,282千円
利 子 割 交 付 金 512千円
交通安全対策特別交付金 644千円
株式等譲渡所得割交付金 68千円
配 当 割 交 付 金 217千円

繰入金　3,446千円0.1％

4.3％
2.8％

繰越金　86,920千円1.73％

村税　234,290千円
7.1％

県支出金
248,826千円7.5％

国庫支出金278,033千円8.4％

依
　

存　財　源

歳　入
33億6,337

千円

自主財源
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平成２３年度決算に基づく

球磨村の財政健全化率
及び資金不足率を公表します

　

平
成
19
年
６
月
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
の
決
算
時
に
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
算
定
し
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た

う
え
で
、
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
住
民
に
対
し
公
表
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
村
の
平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

算
定
し
た
財
政
指
標
の

内
容

■
健
全
化
判
断
比
率

①�
実
質
赤
字
比
率
…
一
般
会
計
の

実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率

②�

連
結
実
質
赤
字
比
率
…
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
（
国
保
・
介

護
・
老
人
・
後
期
高
齢
・
簡
易

水
道
）
の
会
計
を
合
算
し
た
実

質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率

③�

実
質
公
債
費
比
率
…
一
般
会
計

が
負
担
す
る
元
利
償
還
金
及
び

準
元
利
償
還
金
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
比
率

④�

将
来
負
担
比
率
…
公
営
企
業
会

計
ご
と
の
資
金
の
不
足
額
の
事

業
規
模
に
対
す
る
割
合

※�

標
準
財
政
規
模
と
は
、
地
方
自

治
体
の
一
般
財
源
（
使
い
道
を
限

定
さ
れ
な
い
お
金
）
の
標
準
的

な
大
き
さ
を
示
す
指
標
で
す
。

■
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資
金
の

不
足
額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
割

合算
定
し
た
結
果
よ
り
―

　

実
質
赤
字
比
率
及
び
連
結
実
質

赤
字
比
率
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な

る
会
計
が
黒
字
の
た
め
「
（
連
結
）

実
質
赤
字
な
し
」
と
な
り
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
度
に
返
済
し
た
公

債
費
（
借
金
）
の
額
が
前
年
度
に

比
べ
減
少
し
た
こ
と
等
に
よ
り
比

率
が
１
・
０
％
減
少
し
、
早
期
健

全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
、

公
債
の
借
入
額
が
償
還
額
を
上

回
っ
た
た
め
公
債
費
（
借
金
）
の

残
高
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
基
金

（
預
金
）
が
増
加
し
た
こ
と
や
、
後

年
度
に
普
通
交
付
税
の
基
準
財
政

需
要
額
へ
多
く
算
入
さ
れ
る
地
方

債
の
割
合
が
増
え
た
こ
と
で
基
準

財
政
需
要
額
算
入
見
込
額
も
増
加

し
た
た
め
、
比
率
と
し
て
は
前
年

度
よ
り
９
・
４
％
減
少
し
、
早
期
健

全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て
も
、
対
象
と
な
る
簡
易
水
道
特

別
会
計
が
黒
字
の
た
め
「
資
金
不

足
な
し
」
と
な
り
、
経
営
健
全
化

基
準
に
該
当
す
る
会
計
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
算
定
し
た
各
比
率
の
結
果

は
い
ず
れ
も
前
年
度
よ
り
良
い
結

果
と
な
り
、
財
政
運
営
に
制
限
が
さ

れ
る
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
い
ま
す
が
、
近
年
の
大
型
事
業
に

よ
る
地
方
債
の
借
入
が
続
き
、
平
成

25
年
度
か
ら
は
そ
れ
ら
の
本
格
的

な
償
還
が
始
ま
る
た
め
、
比
率
の
悪

化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
地
方
債
残
高
の
推
移
に

注
視
し
、
安
定
し
た
財
政
運
営
が

行
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

（
お
問
合
せ
先
）

球
磨
村
役
場
総
務
企
画
課
財
政
係

☎
３
２
‐
１
１
３
８

■健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

特別会計
名称

平成２３年度
経営健全化
基準

（参考）
平成２２年度

簡易水道
特別会計

－ ２０．０ －

※表中の「－」は資金不足がないことを表す。

■健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

指　標　名 平成２３年度
早期健全化
基準

財政再生
基準

（参考）
平成２２年度

実質赤字比率 － 　１５．００ 　２０．００ －

連結実質赤字比率 － 　２０．００ 　４０．００ －

実質公債費比率 　　６．９ 　２５．０　 　３５．０　 　　７．９

将来負担比率 　１３．４ 　３５０．０　　 　２２．８

※表中の「－」は実質赤字および連結実質赤字がないことを表す。

第２回
区長
会議

災害復旧関係、
　 今後の行事予定等を説明
　９月２７日、球磨村コミュニティセンター「清流館」において
第２回区長会議が開催されました。区長会議の主な内容は次のと
おりです。

■
総
務
企
画
課

○�

７
月
12
日
豪
雨
災
害
の
被
災
状

況
に
つ
い
て

○�

第
33
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
‘
く

ま
む
ら
’
に
つ
い
て

・�

日
時
：
10
月
27
日
（
土
）
・
28

日
（
日
）

・
会
場
：
球
磨
村
総
合
運
動
公
園

・�

タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
ゲ
ス
ト
：
い

ろ
は
座
（
27
日
）
、
石
原
詢
子

（
28
日
）

○�

２
０
１
３
年
版
村
民
手
帳
に
つ

い
て

・�

10
月
下
旬
に
申
し
込
み
開
始

（
予
定
）

■
税
務
課

○�

家
屋
の
異
動
に
伴
う
調
査
に
つ

い
て

■
住
民
福
祉
課

○
日
赤
社
費
に
つ
い
て

　

４
月
の
区
長
会
に
お
い
て
お
願

い
し
た
日
赤
社
費
の
取
り
ま
と

め
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
赤
か

ら
協
力
依
頼
の
あ
っ
た
目
標
額

４
７
０
，
０
０
０
円
に
対
し
て
、

６
９
２
，
５
０
０
円
の
協
力
が
あ

り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
産
業
振
興
課

○
狩
猟
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

例
年
、
狩
猟
期
間
に
つ
い
て

は
、
11
月
15
日
か
ら
３
月
15
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

か
ら
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
狩
猟
に

つ
い
て
は
、
11
月
１
日
か
ら
３
月

15
日
ま
で
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
狩
猟
期
間
中
は
、
狩
猟
者
が

頻
繁
に
山
に
入
り
狩
猟
に
あ
た
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
登

山
や
山
仕
事
な
ど
の
際
は
、
目
立

つ
服
装
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

特
に
、
休
日
は
狩
猟
者
が
多
い
た

め
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
教
育
委
員
会

○�

地
区
公
民
館
施
設
の
建
築
・
改

築
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
に
つ
い
て

○
各
種
行
事
の
お
知
ら
せ

①�

第
38
回
球
磨
村
分
会
対
抗
駅
伝

大
会

・�

期
日
：
11
月
４
日
（
日
）
午
前

10
時

・�

場
所
：
日
当
広
場
～
球
磨
村
総

合
運
動
公
園

②�

く
ま
も
と
教
育
の
日
in
く
ま
む
ら

・
11
月
７
日
（
水
）
午
前
10
時

・
場
所
：
球
磨
中
学
校
体
育
館

・�

内
容
：
影
絵
劇
『
銀
河
鉄
道
の

夜
』
【
作
家
：
宮
沢
賢
治
】

③
球
磨
中
学
校
学
習
発
表
会

・
期
日
：
11
月
18
日
（
日
）

・
場
所
：
球
磨
中
体
育
館

④
渡
小
学
校
学
習
発
表
会

・
期
日
：
11
月
25
日
（
日
）

・
場
所
：
渡
小
体
育
館

⑤
一
勝
地
小
学
校
学
習
発
表
会

・
期
日
：
11
月
28
日
（
日
）

・
場
所
：
一
勝
地
小
体
育
館

■
建
設
課

○�

各
種
工
事
に
伴
う
通
行
止
め
等

の
規
制
に
つ
い
て
（
次
の
表
の

と
お
り
）

区長会議のようす

質問をする豊永征介２区区長

規　制 路線名 事業内容 場　所 期　間

全
面
通
行
止

村道渡大槻線 災害復旧
渡

字蕨谷地内
当分の間

林道大槻大岩線 県営治山復旧
神瀬

字大浦地内
当分の間

時
間
通
行
止

村道相良橋城山線 側溝整備
渡乙

字瀬ノ神地内
平成２４年

１０月２５日まで

村道沢見線 道路改良
神瀬丁

字甲吉松地内
平成２４年

１２月１０日まで
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Let’s enjoy sport in Autumn.

スポーツの 秋

優
勝
目
指
し
て
大
健
闘

球
磨
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

広報「くまむら」　平成２４年 10月号

ゲートボール大会で上位入賞

井本恵理香さん（右から２番目） 水篠友哉くん（右から４番目）

坂本壮真くん（右） 山口瑠花さん（右）

グラウンド・ゴルフ大会の球磨村チーム

秋
晴
れ
の
空
の
下
、
球
磨
郡
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の
町
村
対
抗
高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
錦
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
球
磨
郡
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
、

渡
西
鶴
亀
会
と
鏡
山
長
寿
会
が
球
磨
村
代

表
と
し
て
出
場
し
、
球
磨
村
Ｃ
チ
ー
ム
が
２

位
、
球
磨
村
Ｂ
チ
ー
ム
が
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
９
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
球
磨
郡

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
に
は
、
球
磨
村
代
表
と
し
て
ミ
ド
リ

会
、
渡
西
鶴
亀
会
が
出
場
し
ま
し
た
。
結

果
は
、
上
位
入
賞
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
優
勝
目
指
し
た
プ
レ
ー
で
健
闘
し
ま
し

た
。

広報「くまむら」　平成２４年 10月号9

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
の
６
時

間
を
チ
ー
ム
の
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
で

走
る
こ
の
大
会
は
、
今
年
で
６
回
目
を
迎

え
、
総
勢
14
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
全
力
で
走
り
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

チ
ー
ム
も
あ
れ
ば
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
タ
ス
キ

を
つ
な
ぐ
チ
ー
ム
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

チ
ー
ム
が
最
後
ま
で
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
、
球
磨
工
業
高
校
長
距
離

部
の
１
２
０
・
４
㌔
と
い
う
記
録
は
、
昨
年

同
チ
ー
ム
が
樹
立
し
た
記
録
を
抜
い
て
新
記

録
と
な
り
ま
し
た
。

【
参
加
チ
ー
ム
記
録
】

①
球
磨
工
業
高
校
長
距
離　

１
２
０
・
４
㌔

②
ス
タ
ミ
ナ
野
郎　
　
　
　

１
１
４
・
３
㌔

③
人
吉
繊
月
陸
上
ク
ラ
ブ　

１
０
２
・
８
㌔

④
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン　
　
　

１
０
１
・
０
㌔

⑤
激
走
２
０
１
２　
　
　
　

89
・
９
㌔

⑥
ス
タ
ミ
ナ
次
郎　
　
　
　

86
・
４
㌔

⑦
球
磨
Ｆ
・
Ｈ
ａ
ｗ
ｋ
ｓ　

82
・
４
㌔

⑧
ひ
と
よ
し
応
援
隊　
　
　

81
・
３
㌔

⑨
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ　

76
・
９
㌔

⑩
銀
の
蔵
走
友
会　
　
　
　

76
・
０
㌔

⑪
小
林
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　
　

72
・
７
㌔

⑫
球
磨
村
走
ろ
う
会　
　
　

70
・
７
㌔

⑬
楽
し
く
走
ラ
ン
と
い
か
ん
ば
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

65
・
６
㌔

⑭
笑
顔
で
走
ラ
ン
と
飲
ま
れ
ん
ば
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

64
・
４
㌔

球
磨
人
吉
秋
季

陸
上
競
技
大
会

球
磨
人
吉
秋
季
陸
上
大
会
が
９
月
26
日
、

多
良
木
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
球
磨
中
生
は
男
子
の
部
で
坂

本
壮
真
く
ん
（
３
年
）
が
、
代
表
１
５
０
０

㍍
で
３
位
入
賞
、
ま
た
女
子
の
部
の
代
表

８
０
０
㍍
で
井
本
恵
理
香
さ
ん
（
３
年
）
が

３
位
入
賞
と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
球
磨
中
に
は
陸
上
部
が
な
い
な
か
、
生

徒
た
ち
は
各
種
競
技
で
、
全
力
で
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
（
敬
称
略
）
】

（
男
子
）

○
２
年
１
５
０
０
㍍

　

５
位　

水
篠
友
哉　

４
分
40
秒
８

○
代
表
１
５
０
０
㍍

　

３
位　

坂
本
壮
真　

４
分
32
秒
７

（
女
子
）

○
２
年
１
０
０
㍍

　

５
位　

戸
屋
朱
莉　

14
秒
２

○
代
表
４
０
０
㍍

　

４
位　

山
口
瑠
花　

１
１
０
秒
１

○
１
年
８
０
０
㍍

　

６
位　

内
山
詩
乃　

２
分
41
秒
０

○
代
表
８
０
０
㍍

　

３
位　

井
本
恵
理
香　

２
分
36
秒
１

○
代
表
１
５
０
０
㍍

　

６
位　

井
本
恵
理
香　

５
分
19
秒
０
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男子１５００㍍２位の地下翔太選手（一番右）

ソフトボールの松谷浩一選手

弓道の犬童武徳選手

球磨郡は総合５位
磨村選手団も活躍

第６７回熊本県民体育祭
　第６７回熊本県民体育祭菊池大会が、９月１５日から１６
日の２日間開催され、球磨郡は総合５位という成績でした。
球磨村からは、７種目に４４人が出場。陸上競技の２９歳以
下１５００㍍で地下翔太選手が２位、水泳男子の５０㍍バタ
フライでは、大無田満浩選手が２位など各種目で球磨村選手
団が活躍しました。

【
村
関
係
成
績
（
※
個
人
種
目
に
つ
い
て
は

入
賞
者
の
み
掲
載
）
】
（
敬
称
略
）

■
陸
上
競
技

（
男
子
）

○
29
歳
以
下
１
５
０
０
㍍

　

２
位　

地
下
翔
太

○
40
歳
～
49
歳
砲
丸
投

　

５
位　

平
根
啓
介

（
女
子
）

○
34
歳
以
下
１
０
０
㍍

　

４
位　

友
尻
望
美

○
35
歳
以
上
砲
丸
投

　

４
位　

戸
屋
久
美
子

○
女
子
フ
リ
ー

　

４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

　

２
位　

球
磨
郡

　

※
出
場
選
手　

友
尻
望
美

■
水
　
泳

（
男
子
）

○
45
歳
以
上
50
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

　

２
位　

大
無
田
満
浩

○
65
歳
以
上

　

２
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

５
位　

球
磨
郡

　

※
出
場
選
手　

田
頭
幸
一

（
女
子
）

○
25
歳
未
満
50
㍍
背
泳
ぎ

　

４
位　

大
岩
瑞
佳

○
35
歳
以
上
50
㍍
平
泳
ぎ

　

６
位　

澤
見
ル
ミ

○
女
子
フ
リ
ー
２
０
０
㍍
リ
レ
ー

　

球
磨
郡　

２
位

　

※
出
場
選
手　

大
岩
瑞
佳

○
女
子
フ
リ
ー

　

２
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

球
磨
郡　

３
位

　

※
出
場
選
手　

大
岩
瑞
佳

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
男
子
）

　

１
回
戦

　

対
葦
北
郡　

２
対
５

■
卓
球

（
男
子
）

　

２
回
戦

　

対
荒
尾
市　

３
対
４

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
男
子
）

　

２
回
戦

　

対
荒
尾
市　

０
対
５

（
女
子
）

　

１
回
戦

　

対
山
鹿
市　

３
対
０

　

２
回
戦

　

対
八
代
郡　

３
対
０

　

準
々
決
勝

　

対
葦
北
郡　

２
対
１

　

準
決
勝

　

対
八
代
市　

０
対
２

　

３
位
決
定
戦

　

対
菊
池
郡
市　

０
対
２

■
弓
　
道

　

８
位　

球
磨
郡

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

（
男
子
）

○
予
選

　

対
熊
本
市　

７
対
12

　

対
天
草
市　

９
対
21

　

対
荒
尾
市　

19
対
９

※
予
選
敗
退

（
女
子
）

○
予
選

　

対
下
益
城
郡　

９
対
25

　

対
阿
蘇
郡　

17
対
11

　

対
水
俣
市　

15
対
21

※
予
選
敗
退
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渡小運動会
～心を一つに　勝利をめざせ　渡っ子～

　１０月２日に開催された渡小の運動会は、児童１０５
人が「心を一つに　勝利をめざせ　渡っ子」のスローガ
ンのもと全力で走りぬきました。
　渡小の６年生は、男女合わせて７人と少ないながらも
赤団団長の大岩優希菜さん、白団団長の糸原樹哉くんを
中心として団結し、最高の運動会をつくりあげました。

全力疾走！
　全力演技！
　　全力応援！

①１年生による徒走「はしれ、はし

れ！！」②みんなで力を合わせ、声を

合わせてやり遂げた赤団応援演舞③ア

クロバティックに決める白団応援演舞

④熱い全力応援！⑤１年生から３年生

による「お祭りファイヤー！」⑥うま

くバランスとれたかな！？２・３年生

による「くまリンピック」⑦親子で

力を合わせて「親子仲良くゴールイ

ン！」⑧１等賞めざし、全力疾走！

一勝地小運動会
～栄光のゴールを目指してつき進め
　　　　　　　　頑張るみんながメダリスト～

　１０月２日に開催された一勝地小運動会は、「栄光の
ゴールを目指してつき進め　頑張るみんながメダリス
ト」のスローガンのもと、９３人の児童が精いっぱいの
演技を披露しました。子どもたちの演技に応援する保護
者からは、笑顔と拍手が溢れていました。

①

②③

⑦⑧

④

⑤

⑥
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①男の綱引きは、つわものぞろいの３
分会が優勝②俵かつぎリレーはゴー
ル寸前６分会が追い上げる③バトン
をしっかりつないだ小学生リレー（男
子）④１分会が圧勝の中学生リレー
（女子）⑤中学生リレー（男子）、接
戦を制したのは３分会⑥小学生リレー
（女子）もうまくバトンをつなぎまし
た⑦みんなで手と手を取り合って「誕
生日仲間」を踊りました⑧最後は２人
３脚でゴールを目指したおっとっとリ
レー⑨疾風のように駆け抜けた１００
㍍走⑩マラソン（５㌔）ではスタート
から地下翔太選手が引っ張りました⑪
シートベルトで安全運転―袋に入って
うまく進めたですか？⑫輪回しはうま
くできたですか？⑬上手に拾えたです
か？「くりひりゃあ」⑭息を合わせて
ゴールへ―「こらううごと」⑮狙いを
定めてホールインワン⑯最後まで応援
も盛り上がりました

第５７回　球磨村民体育祭
　１０月７日、第５７回球磨村民体育祭が、球磨村
総合運動公園で開催されました。２年ぶりに開催さ
れた球磨村民体育祭には、１分会から６分会までの
地域を代表する多数の選手が集まり競技が行われま
した。各種目で選手たち一人ひとりが手と手を取り
合い、最後まで競技をし、地域の親睦を深めること
のできた素晴らしい大会となりました。大会結果
は、総合優勝が１分会、準優勝が５分会、３位が３
分会となりました。

手と手を取り合って深め　　た地域の 親睦
①②

③④

⑥ ⑤

⑦

⑧

⑩⑪

⑮⑯

⑨

⑫⑬⑭
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９
月
20
日
、
渡
小
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
Ｏ
Ｂ
ら
有
志
が
協
力
し
、
人
間

紙
芝
居
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

渡
小
で
は
毎
週
木
曜
日
に
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
保
護
者
が
、
児

童
に
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
お
り
、

年
に
一
度
大
々
的
に
劇
な
ど
を
披

露
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
人
間
紙
芝
居
は
、『
赤
ず

き
ん
ち
ゃ
ん
と
６
匹
の
子
ブ
タ
』

と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
劇
で
、
手
作

り
の
衣
装
で
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
劇

を
披
露
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

終
始
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
人
間
紙

芝
居
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

『赤ずきんちゃんと６匹の子ブタ』
渡小ＰＴＡらで人間紙芝居

田舎の実りの秋を満喫
棚田をフィールドに「棚田まつり」開催

園児たち一人ひとりの笑顔輝く
神瀬保育園運動会

私たちの地球を守るために
一勝地小児童が環境問題について学ぶ

田舎料理が並びました

響き渡った神瀬竹太鼓

エコノートから気づいたことを発表する児童

　

９
月
23
日
、
田
舎
の
体
験
交
流

館
「
さ
ん
が
う
ら
」
に
お
い
て
「
棚

田
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
ん

に
ゃ
く
作
り
体
験
や
棚
田
の
写
真

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験
は
、
球

磨
村
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
「
あ
じ

さ
い
」
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
手
作

り
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
棚
田
の
写
真
撮
影
は
、
文

化
協
会
の
写
真
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ

ん
と
里
山
を
散
策
し
な
が
ら
写
真

撮
影
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
田
舎
料
理
が
振
る
舞

わ
れ
、
秋
の
球
磨
村
を
存
分
に
味

わ
い
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
、
神
瀬
保
育
園
運
動

会
が
、
旧
神
瀬
小
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
「
め
ざ
せ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク　

ぼ
く
も
わ
た
し
も
金
メ

ダ
ル
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
一

生
懸
命
に
走
り
、演
技
し
ま
し
た
。

神
瀬
保
育
園
の
伝
統
と
も
な
っ
て

い
る
「
幼
年
消
防
規
律
訓
練
」
や

竹
の
甲
高
い
音
が
響
き
渡
る
「
神

瀬
竹
太
鼓
」
は
、
と
て
も
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。

　

園
児
の
数
は
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
も
の
の
、
み
ん
な
の
心
に

残
る
笑
顔
輝
く
運
動
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

10
月
４
日
、
環
境
教
育
研
究
推

進
校
の
指
定
を
受
け
る
一
勝
地
小
で

４
、５
、６
年
生
を
対
象
に
、
環
境
に

つ
い
て
の
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　

授
業
は
、
人
吉
球
磨
環
境
協
議

会
の
氏
川
カ
ツ
ヨ
さ
ん
、
上
野
三

郎
さ
ん
、
大
岩
令
子
さ
ん
の
３
人

が
講
師
を
務
め
、
エ
コ
ノ
ー
ト
を

使
っ
て
進
め
ら
れ
、
地
球
温
暖
化

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
省
エ
ネ
な
ど
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
学
習
し
た
こ
と
か
ら

「
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
を
守
る
」「
テ

レ
ビ
を
見
る
時
間
を
減
ら
す
」「
食

べ
残
し
を
し
な
い
」
な
ど
『
エ
コ

宣
言
』
を
し
ま
し
た
。

ユーモア溢れる劇となりました

む ら のトピックス

声に出して読むことを楽しむ
渡小で「夢」教育サポート推進事業

美しい景色を味わいながら沢歩き
中園川リバートレッキング

みんなで協力して稲刈り
稲刈り・掛け干し体験

好きな食べ物をジェスチャーで表現

児童に読み方を伝えるアナウンサーの野田亜紅さん

美しい景色の中楽しんで歩きました

黄金色に実った稲をみんなで刈り取りました

　

10
月
４
日
、
演
劇
を
活
用
し
た

「
学
校
の
元
気
度
ア
ッ
プ
！
」
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
特
別
授
業
が
、
渡
小
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
劇
団
「
き
ら
ら
」

の
指
導
の
も
と
、
演
劇
な
ら
で
は

の
手
法
で
想
像
力
や
表
現
力
を
磨

き
ま
し
た
。
そ
し
て
縄
を
使
わ
ず

に
行
っ
た
エ
ア
ー
大
縄
や
好
き
な

食
べ
物
を
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
表
現

す
る
こ
と
で
児
童
自
身
の
内
面
の

能
力
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
劇
団
員
よ
り
「
想
像

力
は
生
き
る
武
器
に
な
る
」
と
い

う
こ
と
ば
を
送
ら
れ
、
授
業
を
終

了
し
ま
し
た
。

　
「
夢
」
教
育
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業

の
講
師
と
し
て
、
10
月
10
日
、
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
野の

だ田
亜あ

き紅

さ
ん
が
渡
小
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

野
田
さ
ん
は
、「
読
む
こ
と
」
に

つ
い
て
技
術
や
表
現
力
を
児
童
に

教
え
、
野
田
さ
ん
が
実
際
に
文
章

を
読
ん
で
み
せ
る
と
、
児
童
た
ち

か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
、「
発
音
の

仕
方
が
違
う
」「
き
れ
い
な
言
い
方
」

「
と
て
も
聞
き
や
す
い
声
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
児
童
た
ち
は
、
野
田
さ

ん
か
ら
教
わ
っ
た
読
み
方
で
実
際

に
俳
句
を
読
み
、
伝
わ
り
方
の
違

い
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
、
高
沢
校
区
活
性
化
実

行
委
員
会
主
催
で
、
中
園
川
リ
バ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

リ
バ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
は
、
沢
を

歩
く
自
然
体
験
活
動
で
、
今
回
は
、

砂
防
ダ
ム
を
ス
タ
ー
ト
に
ゴ
ー
ル
の

坂
口
地
区
に
あ
る
三
段
轟
の
滝
を
め

ざ
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
約
１
㌔
の
道
の
り
を
、

渓
谷
の
美
し
い
景
色
に
癒
さ
れ
た
り
、

ス
リ
ル
を
味
わ
い
な
が
ら
リ
バ
ー
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
、
最
後
は
ゴ
ー

ル
の
三
段
轟
の
滝
で
記
念
写
真
を
撮

り
ま
し
た
。

　

６
月
に
田
植
え
を
し
、
た
わ
わ

に
実
っ
た
稲
を
収
穫
す
る
稲
刈
り

掛
け
干
し
体
験
が
10
月
14
日
、
田

舎
の
体
験
交
流
館
「
さ
ん
が
う
ら
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
鎌
を
使
っ
た
り
、

バ
イ
ン
ダ
ー
を
使
う
な
ど
し
て
稲

刈
り
体
験
を
し
ま
し
た
。
刈
り
取
っ

た
稲
は
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
竿
掛
け

を
し
ま
し
た
。
作
業
終
了
後
に
は
、

球
磨
村
の
田
舎
料
理
が
振
る
舞
わ

れ
、
一
日
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し

た
。

　

今
回
、
稲
刈
り
と
掛
け
干
し
を
、

初
体
験
す
る
人
も
い
て
有
意
義
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

想像力は生きる武器になる
渡小「元気度アップ！」プログラム

む ら のトピックス
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10
月
15
日
、「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

の
行
事
の
一
環
で
、
球
磨
村
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
一
勝
地
駅

周
辺
の
除
草
・
清
掃
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
球
磨
村
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
長
船
和
憲

さ
ん
は
、「
Ｓ
Ｌ
人
吉
も
来
る
し
、

こ
れ
か
ら
は
受
験
シ
ー
ズ
ン
も
到

来
し
、
お
客
さ
ん
も
増
え
て
き
ま

す
。
訪
れ
る
人
を
気
持
ち
よ
く
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

受験シーズンを前に清掃作業
シルバー人材センターがボランティア作業

丸々した梨に笑顔が溢れる
梨狩りと散策を楽しむ

球磨中が全九州大会出場決定！
全九州中学生男女ソフトボール選抜大会

戦没者の冥福を祈り
球磨村三地区合同戦没者慰霊祭

親子で大きな梨を収穫

優勝おめでとうございます！

祭文を読む浦野千尋実行委員長

　

10
月
14
日
、
梨
狩
り
と
散
策
in

く
ま
む
ら
・
ま
い
と
こ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
毎
床
地
区
の
各
ポ
イ

ン
ト
に
用
意
さ
れ
た
ク
イ
ズ
に
答

え
な
が
ら
散
策
し
た
後
、
毎
床
直

さ
ん
の
梨
園
で
昼
食
を
と
り
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
ク
イ
ズ
の
答

え
合
わ
せ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
梨
園
で
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
梨
狩
り
で
は
、
参
加

者
ら
は
大
き
く
実
っ
た
梨
を
収
穫

し
、
丸
々
し
た
梨
に
笑
顔
を
見
せ

な
が
ら
実
り
の
秋
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

　

10
月
13
日
、
14
日
の
２
日
間
、

宇
城
市
松
橋
町
に
お
い
て
第
23
回

全
九
州
中
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
抜
大
会
熊
本
県
予
選
が
開
催

さ
れ
、
出
場
し
た
球
磨
中
ソ
フ
ト

部
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

球
磨
中
は
、１
回
戦
菊
陽
中
に
、

２
回
戦
本
渡
中
に
競
り
勝
ち
、
準

決
勝
で
は
帯
山
中
に
20
対
０
で
大

勝
。
決
勝
は
、
地
元
の
山
江
中
と

の
対
戦
と
な
り
、
４
対
２
で
見
事

勝
利
し
優
勝
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
球
磨
中
は
、
準
優
勝

の
山
江
中
と
と
も
に
県
代
表
と
し

て
宮
崎
市
で
３
月
に
行
わ
れ
る
全

九
州
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

10
月
18
日
、
石
の
交
流
館
「
や

ま
な
み
」
に
お
い
て
球
磨
村
三
地
区

合
同
戦
没
者
慰
霊
祭
が
、
各
地
区

遺
族
会
、
民
生
委
員
ら
約
１
３
０

人
が
参
列
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

浦
野
千
尋
実
行
委
員
長
は
、「
今

日
、
日
本
は
様
々
な
外
交
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
誇

り
あ
る
日
本
の
再
生
を
め
ざ
し
、

国
の
あ
り
方
、
進
路
に
つ
い
て
考

え
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も

に
、
御
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
」
と
祭
文
を
読
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
列
者
は
、
導
師
の

読
経
の
な
か
、
焼
香
し
戦
没
者
の

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

一勝地駅周辺を清掃しました

む ら のトピックス　第４回東海カワセミ会

「カワセミ会」の会員を募集しています！
　球磨村では、今年９回目となる「東京カワ
セミ会」、７回目の「関西カワセミ会」、６
回目の「九州カワセミ会」、４回目の「東海
カワセミ会」のそれぞれの会員の拡大を図
り、都市部へのふるさと情報の発信に努めて
います。会員拡大のため、各地域に在住のご
親族や友人の方などがおられましたら、総務
企画課企画広報係までお知らせください。お
知らせいただいた情報は厳重に管理し、目的
以外へ使用しないこととしています。

「第６回九州カワセミ会総会」へのご案内
　第６回九州カワセミ会総会が次のとおり開
催されるにあたり、球磨村からの参加者を募
集しています。九州北部在住の球磨村出身者
等が出席する九州カワセミ会へ参加してみま
せんか？
◎日時：１１月１０日（土）午前１１時から
◎場所：ホテルクリオコート博多
　　　　（福岡市博多区）
※現地集合・現地解散とし、交通費・会費な
ど参加に要する費用は自己負担となります。
参加を希望される方は、１１月７日（水）まで
に総務企画課企画広報係へご連絡ください。
（お問合せ先）
　球磨村役場　総務企画課　企画広報係
　　　☎０９６６－３２－１１３８

東
海
地
方
在
住
の
球
磨
村
出
身
者

及
び
関
係
者
を
会
員
と
す
る
東

海
カ
ワ
セ
ミ
会
の
第
４
回
総
会
が
、

９
月
22
日
に
愛
知
県
南
知
多
町
の

「
活
魚
の
美
舟
」
で
開
催
さ
れ
、
東

海
地
方
か
ら
会
員
19
名
、
球
磨
村
か

ら
は
柳
詰
村
長
を
は
じ
め
関
係
職
員

６
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
で
は
物
故
者
へ
の
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
、
桺
詰
前
村
長
を
惜

し
む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

立
野
好
秋
会
長
か
ら
は
「
こ
れ
か

ら
も
、
さ
ら
に
会
員
数
が
増
え
る
よ

う
会
員
の
皆
さ
ん
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
い
う
挨
拶
が
あ
り
、

来
賓
挨
拶
で
は
柳
詰
村
長
が
球
磨
村

の
近
況
報
告
を
交
え
な
が
ら
「
厳
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
助
け
合
う
共
助
の
む

ら
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
の
皆
さ

ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
の
間
に
は
故
郷
の
思
い
出

話
に
花
が
咲
き
、
球
磨
弁
が
飛
び
交

い
、
弾
ん
だ
声
と
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
総
会

は
、
一
泊
旅
行
と
し
て
計
画
さ
れ
、

伊
勢
湾
が
一
望
で
き
る
知
多
半
島
の

温
泉
旅
館
で
の
宿
泊
を
通
し
て
、
会

員
同
士
の
親
睦
が
深
ま
っ
た
よ
う
で

す
。
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一
泊
旅
行
で
親
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を
深
め
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ペ
ー
タ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ブ
ナ
ー
（
ド

イ
ツ
の
建
築
家
）

（
鼎
談
）
「
蒲
島
知
事
が
、
小
山

薫
堂
、
伊
東
豊
雄
と
考
え
る
‐
ク

マ
モ
ト
か
ら
の
可
能
性
」

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

「
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
」
検
索
！

■
お
問
合
わ
せ
先

熊
本
県
建
築
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
５
３
７

　

借
金
問
題
で
お
悩
み
の
人
、
相

談
員
や
弁
護
士
、
司
法
書
士
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
事
業
者
向

け
の
相
談
や
臨
床
心
理
士
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
借
金
問
題
は
必
ず
解
決

し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　

11
月
16
日
（
金
）
和
水
町
中
央

公
民
館

　

12
月
３
日
（
月
）
八
代
市
役
所

【
受
付
時
間
】
午
後
０
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分
（
相
談
時
間
は
１

人
70
分
）

■
予
約
・
お
問
合
せ
先

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

eneseisaku@
pref.kum

am
oto.

lg.jp【
日
時
】

　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
後
１
時

30
分
～
午
後
５
時
（
入
場
無
料
）

【
会
場
】

　

く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
５
Ｆ

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
（
熊
本
市
西
区
春

日
１
丁
目
14
番
１
号
）

【
内
容
】

　

「
み
ん
な
で
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
建
築
を
含
め
、
世
界
に
情

報
発
信
す
る
熊
本
の
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
探
り
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

（
基
調
講
演
）

「H
um
ane�A

rchitecture

‐

共
に
つ
く
る
こ
と
の
大
切
さ
」

お
知
ら
せ

熊
本
県
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
！

多
重
債
務
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス

25
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
『
熊
本
か
ら
、
み
ん

な
で
考
え
る
‐
郷
土
、
文
化

的
資
産
、
世
界
』

　

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
に

つ
い
て
、
こ
こ
“
熊
本
”
か
ら
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】

　

11
月
15
日
（
木
）
午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

【
場
所
】

　

県
庁
地
下
大
会
議
室

【
内
容
】

　

基
調
講
演
と
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
募
集
期
間
】

　

10
月
上
旬
～
11
月
９
日
（
金
）

ま
で

【
参
加
費
】

　

無
料
（
※
事
前
申
込
制
）

【
応
募
方
法
】

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
先

熊
本
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
‐
３
８
４
‐
１
７

６
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

相
続
と
遺
言
つ
い
て
の
セ
ミ

ナ
ー
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
誰
が
相
続
人
な
の
？
」
「
借

金
も
相
続
す
る
の
？
」
「
法
定
相

続
や
遺
産
分
割
っ
て
ど
う
い
う
こ

と
？
」
「
遺
言
書
を
残
す
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
？
」
な
ど
の
疑

問
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

相
談
会
は
相
続
や
遺
言
に
つ

い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
上
の
悩

み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
も
対
応
し

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

11
月
10
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
前
10
時
45
分

　

セ
ミ
ナ
ー
「
相
続
と
遺
言
に
つ

い
て
の
基
礎
知
識
」

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

　

個
別
相
談
会

　

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会
と
も
に
無

料
。
予
約
も
い
り
ま
せ
ん
。

【
場
所
】

　

錦
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

人
吉
・
球
磨
地
域
に
お
住
い
の

す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
心
配

ご
と
・
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
相
続
・
土
地
家
屋
・
金

銭
問
題
な
ど
日
常
生
活
に
関
わ
る

心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
一
人
で
悩

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
料

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
も
あ
り

ま
す
。

【
日
時
】

　

11
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時
～

午
後
４
時
（
予
約
不
要
で
す
が
、

予
約
が
あ
れ
ば
優
先
し
ま
す
）

【
場
所
】

　

球
磨
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
「
清
流
館
」
（
役
場
庁
舎

隣
）

【
11
月
以
降
の
予
定
】

　

11
月
22
日
（
木
）
湯
前
町

　

12
月
11
日
（
火
）
人
吉
市

　

１
月
30
日
（
水
）
あ
さ
ぎ
り
町

　

２
月
22
日
（
金
）
多
良
木
町

　

３
月
12
日
（
火
）
人
吉
市

　

３
月
19
日
（
火
）
水
上
村

　

毎
月
、
人
吉
・
球
磨
の
い
ず
れ

か
の
地
域
で
相
談
を
お
受
け
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
合
せ
先

球
磨
村
役
場
総
務
企
画
課

☎
３
２
‐
１
１
１
１

相
続
・
遺
言
の
法
律
教
室

心
配
ご
と
・
無
料
法
律
相

談
会
を
開
催
し
ま
す

【
応
募
資
格
】

　

15
歳
以
上
～
17
歳
未
満
の
男
子

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

【
受
付
期
間
】

（
推
薦
）

　

�

平
成
24
年
11
月
１
日
（
木
）

　

～
平
成
24
年
12
月
７
日
（
金
）

（
一
般
）

　

平
成
24
年
11
月
１
日
（
木
）

　

～
平
成
25
年
１
月
７
日
（
月
）

※
締
切
日
必
着

【
試
験
日
】

（
推
薦
）

　

平
成
25
年
１
月
12
日
（
土
）

　

～
平
成
25
年
１
月
14
日
（
月
）

（
一
般
）

　

平
成
25
年
１
月
19
日
（
土
）

【
試
験
場
所
】

（
推
薦
）

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
御
幸
浜
２

‐
１
）

（
一
般
）

　

熊
本
市
内
の
試
験
会
場

【
試
験
科
目
】

（
推
薦
）

　

①
口
述
試
験

　

②
筆
記
試
験
（
作
文
含
む
。
）

　

③
身
体
検
査

（
一
般
）

　

�

①
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

英
語
（
中
学
卒
業
程
度
の
問
題
）

択
一
式
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）

　

②
作
文
（
５
０
０
文
字
程
度
）

■
お
問
合
せ
先

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

人
吉
地
域
事
務
所

☎
２
２
‐
４
７
０
４

　

介
護
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
講
座
を
受
け
る
と
介
護
す
る

人
も
さ
れ
る
人
も
“
ラ
ク
”
に
な

り
ま
す
。
最
新
の
介
護
法
な
ど
を

身
に
付
け
た
い
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

11
月
15
日
（
木
）

　

�

午
後
１
時
40
分
～
午
後
３
時
10
分

（
テ
ー
マ
）

　

�

『
知
っ
て
得
す
る
！
介
護
の
あ

れ
こ
れ
！
～
認
知
症
介
護
と
上

手
に
向
き
合
っ
て
い
く
に
は
』

　

�

講
師
：
中
九
州
短
期
大
学　

准

教
授　

宮
坂
啓
子
氏

　

11
月
29
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

（
テ
ー
マ
）

　

�

『
す
ぐ
に
役
立
つ
か
ん
た
ん
古

武
術
介
護
～
初
級
編
』

　

�

講
師
：
護
国
神
社
内
尚
古
武
道

場　

代
表　

加
納
良
寛
氏

　

12
月
13
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

（
テ
ー
マ
）

　

�

『
す
ぐ
に
役
立
つ
か
ん
た
ん
古

武
術
介
護
～
中
級
編
』

　

�

講
師
：
護
国
神
社
内
尚
古
武
道

場　

代
表　

加
納
良
寛
氏

【
会
場
】

　

相
良
村
総
合
体
育
館

【
対
象
者
】

　

�

自
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
、

介
護
福
祉
に
関
心
の
あ
る
人
、

県
民
一
般

■
申
込
・
お
問
合
せ
先

相
良
村
教
育
委
員
会

☎
０
９
６
６
‐
３
５
‐
１
０
３
９

　

弓
道
は
、
年
齢
や
性
別
、
体
力

な
ど
に
関
係
な
く
、
誰
で
も
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ま
ず
、
気
軽
に
、

的
に
向
っ
て
弓
矢
を
射
る
こ
と
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
的
に
ま
っ

す
ぐ
矢
が
飛
ん
で
ゆ
き
、
当
た
っ
た

時
の
快
感
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

【
場
所
】
宮
本
道
場
「
一
勝
館
」

�

（
球
磨
村
一
勝
地�

友
尻
地
区
内
）

【
期
間
】

　

�

平
成
24
年
11
月
～
平
成
25
年
３
月

【
期
日
】
毎
週
水
曜
日
・
土
曜
日

（
予
定
）

【
時
間
】

　

午
後
６
時
～
午
後
８
時

【
準
備
物
】

　

運
動
の
で
き
る
服
装

【
会
費
】

　

�

２
，
５
０
０
円
（
５
０
０
円
×

５
カ
月
分
）
（
※
事
務
費
及
び

消
耗
品
費
と
し
て
）

■
申
込
・
お
問
合
せ
先

（
館
主
）
宮
本
宣
彦
11
月
５
日
ま
で

☎
０
９
０
‐
４
５
１
２
‐
５
１
２
５

弓
道
教
室
を
始
め
ま
す

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
採
用
試
験

平
成
24
年
度
く
ま
も
と
県
民

カ
レ
ッ
ジ
サ
テ
ラ
イ
ト
相
良

教
室
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里山フェスタ inくまむら
（日時）１１月１１日（日）９：００～１６：３０
（場所）松谷棚田・田舎の体験交流館「さんがうら」
（参加料）５００円（ジビエフェア参加者）
●花いっぱいボランティア運動
　�　日本棚田百選「松谷棚田」でチューリップの球根植えや草払

いの作業などを行います。

●ジビエ（鹿肉・猪肉）フェア
　�　田畑を荒らす鹿や猪がジビエ（鹿肉・猪肉）に大変身！講演

や漁師さんを交えたジビエトークを行い理解を深めます。球磨

村オンリーの話が盛沢山。

●屋台村deランチバイキング
　　ジビエ（鹿肉・猪肉）料理や田舎料理が勢ぞろいします。

　�例えば、ジビエＢＢＱ、鹿ロッケ、お煮しめなど。球磨村の山

のグルメをお楽しみください。

（お問合せ先）

　　里山フェスタinくまむら事務局（球磨村役場産業振興課内）

　　　　　　　　☎０９６６－３２－１１１５
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球磨村の天然記念物＆文化財　series ④

【大瀬鍾乳洞】
指定：球磨村指定天然記念物（平成8年3月28日）　
所在：大瀬・伊弥平

　大瀬鍾乳洞は、球泉洞より球磨川沿いに上流へ約100ｍ
の所にあります。球磨川槍倒しの瀬の右岸、旧国道219号
線の下、石灰岩の絶壁の中にあり全長250ｍの横穴です。
　洞口から石段を下ると中央に壁のある、高さ15～20ｍ
の大ホールとなります。壁の手前には岩石が堆積（国道工
事中に洞内に落ちた岩石と思われる）しており、その底は
水流で、洞口の5ｍ下から球磨川に流出しています。
　昭和6年6月3日付、九州日日新聞によると、「洞内には
御池や仙人隠の洞があり、鍾乳石の群叢が垂下し、石筍が
集積林立し美観壮観・・・（中略）幾万とも知れざる蝙蝠
の群れは恰も蜜蜂の乱れ飛ぶが如く。」と記しています。

　昭和44年8月1日～5日、熊本日日新聞社・球磨村教育委員会・熊本洞穴研究会の「球磨村に於ける洞窟・
岩陰群の綜合学術調査」は次のように報告しています。
　一、出土品
　　１．石　器　　チャート（硅岩）製矢じり、尖頭器型石器、細石器の破片（石器製造の場）
　　２．土　器　　条こん紋土器、押し型紋土器
　　３．獣　骨　　シカ、イノシシ、サル、鳥骨、シカの角製の骨角器
　　４．貝　類　　シジミ、カワニナ、ハマグリ（海産物の破片）
　二、住居址
　�　出土品の上限は縄文早期の中ごろであり、下限は縄文後期のものなので、5～6千年前から2千年前の間
といえるだろう。発掘結果から推定すると、この洞穴をすみかとした縄文人、つまり熊襲の祖先に当たる
「クマ人類」たちは、狩猟をなりわいとし、ときには球磨川に多いヤマトシジミやカワニナなどを採取し、
植物の根や葉を食べながら暮らしていたことだろう。
　�　又、ハマグリの破片と思われる海産物が混じっているのは、海岸に近いほかのグループとの交易の結果
であうろと推定される。
　村内には、皆さんの身近な所に文化財や天然記念物が存在しています。ぜひ、皆さんのお住まいの身近な
文化財、天然記念物を再確認し、後世に受け継いでいただきたいと思います。

（お問合せ先）球磨村教育委員会　社会教育係　☎３２－１１１７

鍾乳洞のある槍倒しの瀬の岸壁

洞　　口 洞　　内

球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www.kmbb.jp/watari/

　�「陽だまり」11月行事予定

　　　　「読書の秋」　　　　　　　　　　　　≪こがね保育園≫

  6日(火) 陽だまりサロン
10日(土) りんごの木サークル
13日(火) 陽だまりサロン
15日(木) ３，８か月健診
21日(水) 陽だまりサロンママ
　　　　 誕生会
27日(火) 陽だまりサロン

　食欲の秋・スポーツの秋・実りの秋「秋」にはいろんな「秋」がありますが、秋の夜長はお子様と読書の秋を
楽しみましょう。
　ＤＶＤやＣＤ・デジタル絵本などさまざまありますが、お子さんお寄り添って、お父さん、お母さんの声で読
んであげてみてはいかがでしょうか。
　ほんのわずかのじかんですが、きっと子どもにとっては、大きく心を満たしてくれることでしょう。
　当園では毎週水曜日に絵本の貸し出しをしております。ぜひ活用していただきたいと思います。

《3 ～ 5、8 ～ 10 ヵ月健診》《陽だまりサロン》

月に３～4回行っています「陽だまりサロン」では、フリートークのほかに、ママ誕生会や下記

のような様々な活動をしています。家庭保育の親子の方、プレママの方どうぞお気軽に遊びに

おいでください(^_^)/

元気にすくすく育ってます(*^。^*)

人吉下球磨消防組合西分署の赤池さんか
ら、救急時の対応や心肺蘇生法の仕方を教
わりました。

球磨村役場の松本健康運動士さんに、陽だ
まりさんと、渡保育園の年長さんも一緒に
健康体操を指導していただきました。

み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て

足
で
じ
ゃ
ん
け
ん白玉粉、上新粉を使って

お月見団子を作りまし
た。
あとは、黄な粉とあんこ
をつけていただきまし
た！ 今回のメニューは

「ライスピザ」
陽だまりキッズもパ
クパクいただきま～
す♥

「100均」の毛糸を
使って指編みでシュ
シュを作りました。か
わいいシュシュがたく
さん出来ました。

球磨村産の梨を使ってパ
イを作りました。ふんわ
りサクサクのパイは、あ
じさい会の次においし
い！…？

【救急法】

【お月見団子】

【お誕生会】

【シュシュ作り】

【梨パイ】

【健康体操】

平 面 図
（愛媛大学学術探検部1975.熊本県球磨村洞穴群学術調査報告書より）
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　9月24日に旧神瀬小学校グラウンド場周
辺、28日は、総合運動公園のグランドゴル
フ場周辺の2箇所にて、全国一斉「社会奉
仕の日」の一環として、球磨村老人クラブ
連合会（香月千松会長）による除草作業を
実施しました。
　また、年間を通じ、地域の神社や周辺道
路の草払い等も活動されています。

社協コーナー

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持

ち
を
大
切
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
月
分
）

○
松
尾　

敏
勝　

様
（
故　

サ
カ
イ
）

○
竹
本　

豊
彦　

様
（
故　

マ
ス
エ
）

○
川
嶋　

孝
一　

様
（
故　

ム
ツ
コ
）

よ
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

球磨村青年団２０１２

球磨村青年団

Facebookハジメマシタ。
気になる人は、球磨村青年団
Facebookページで「いいね！」
をお願いします！

一勝地駐在所
福島�康二

☎３２－００２４

渡駐在所
小澤�征嗣

☎３３－００５５くまむら　ぱとろーる

  

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

振
り
込
め
詐
欺
の
類
型
別
手
口　

～
こ
ん
な
話
に
ご
用
心
～

①
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
は
、
親
族
を
装
い
、
子
ど
も
や
孫
の
名
前
を
名
乗
っ
て

電
話
を
し
て
き
て
「
会
社
の
お
金
を
使
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
」
「
交
通
事

故
の
示
談
金
が
い
る
」
「
不
倫
を
し
て
相
手
の
旦
那
か
ら
訴
え
ら
れ
て
い

る
」
な
ど
と
言
っ
て
至
急
現
金
が
必
要
で
あ
る
か
の
よ
う
に
信
用
さ
せ
、

動
転
し
た
身
内
を
思
う
被
害
者
の
心
に
つ
け
込
み
お
金
を
振
り
込
ま
せ
た

り
、
現
金
を
直
接
受
け
取
る
手
口
で
す
。

　

最
近
で
は
、
警
察
か
ら
だ
と
言
っ
て
電
話
を
入
れ
、
「
詐
欺
犯
人
グ

ル
ー
プ
を
捕
ま
え
た
ら
、
あ
な
た
の
口
座
を
、
持
っ
て
い
た
、
す
ぐ
に
手

続
し
な
い
と
犯
人
に
使
用
さ
れ
る
。
担
当
者
（
金
融
庁
、
銀
行
協
会
）
が

行
く
の
で
、
手
続
き
に
必
要
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
、
暗
証
番
号

を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
後
、
被
害
者
方
を
訪
問
し
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
受
け
取
り
そ
の
足
で
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
金

を
引
き
下
ろ
す
な
ど
の
手
口
が
あ
り
ま
す
。

②
架
空
請
求
詐
欺

　

架
空
請
求
詐
欺
は
、
「
民
事
裁
判
通
知
書
」
な
ど
と
書
か
れ
た
は
が
き

を
送
り
つ
け
、
「
裁
判
の
取
り
下
げ
費
用
」
な
ど
と
言
っ
て
現
金
を
要
求

す
る
も
の
、
ま
た
、
「
携
帯
の
メ
ー
ル
で
、
登
録
さ
れ
た
サ
イ
ト
の
解
約

が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
料
が
未
払
い
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
の
文
面

を
送
り
付
け
現
金
を
要
求
す
る
も
の
で
、
あ
た
か
も
公
の
機
関
の
よ
う
な

「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
、
「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
と
名
乗
っ
て

信
用
さ
せ
る
手
口
で
す
。

③
融
資
保
証
金
詐
欺

　

融
資
保
証
金
詐
欺
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
、

雑
誌
な
ど
に
融
資
あ
っ
せ
ん
記
事
を
掲
載
し
、
連
絡
し
て
き
た
人
に
対

し
、
「
融
資
を
す
る
に
は
、
信
用
を
付
け
る
た
め
に
保
証
金
を
支
払
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
保
証
金
は
後
で
変
換
す
る
」
な
ど
と
言
っ
て
保
証

金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

平
成
24
年
度
交
通
安
全
川
柳
（
自
転
車
の
安
全
利
用
部
門
最
優
秀
賞
）

　
自
転
車
も
　
ル
ー
ル
が
あ
る
モ
ン
　
守
る
モ
ン
!!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
球
磨
モ
ン
）

きれいな環境を

　
笑
顔
が
い
っ
～
ぱ
い

　

９
月
17
日
か
ら
22
日
の
６
日
間
、
せ
せ
ら
ぎ
で
は
敬
老
週
間

と
し
て
お
祝
い
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
々
に
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
、
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

　

職
員
も
短
い
期
間
で
し
た

が
、
催
し
も
の
を
考
え
、
一
生

懸
命
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
、
「
お
す
て
こ

一
座
」
「
三
味
線
の
木
村
会
」

の
方
々
や
中
園
節
郎
さ
ん
の
踊

り
等
、
催
し
に
花
を
添
え
て
い

た
だ
き
、
利
用
者
の
方
々
も
と

て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。

　

１
時
間
程
度
の
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
の
方

に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
の
飛

び
入
り
も
あ
り
、
職
員
と
利
用

者
が
一
体
と
な
っ
た
手
作
り
の

お
祝
い
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

利
用
者
の
元
気
な
笑
顔
を
拝

見
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
た
ち

職
員
も
皆
様
か
ら
元
気
を
い
た

だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

テーマ　さつま芋
　さつま芋はお通じが改善される事はよく知られていま
すが、他にも良い点があるので紹介します。
　かんきつ類並みのビタミンＣが豊富に含まれていま
す。しかも、ビタミンＣは加熱すれば減ってしまう性質
がありますが、さつま芋に含まれるデンプンがビタミンC
を包み込んで保護してくれるので、損失が少ないです。
例えば、林檎1個（300ｇ）を食べたとき、約12mgのビタ
ミンCが取れ、さつま芋1本（200ｇ）を蒸して食べたと
き、約400mgのビタミンCが取れます。
　また、特徴の１つとしてあげられるのが、カルシウム
を多く含んでいます。特に皮には肉質の５倍と言われて
います。出来るだけ良く洗って、皮ごと食べるとよいで
す。

★余談★芋の甘味を引きだすには?！
　電子レンジ等で短時間加熱しても甘味はましません。
じっくり時間かけて加熱すると甘味がましておいしくな
ります。焼き芋はゆっくり時間をかけて作るので、甘く
ほくほくして美味しい、スウィーツとも言えます。

（栄養士　中山千絵）

ビーチバレー＆ＢＢＱ
　９月２３日、レクレ部企画の「ビーチバレー＆
ＢＢＱ」が、あさぎり町上体育館において行われ
ました。
　各町村団員の混成チームで行われ、楽しくプ
レーすることができました。ビーチバレー後のＢ
ＢＱでは、腕相撲大会や早飲み大会もあり、たく
さんの人と交流ができました。

ビーチバレーを楽しむ地下克愛くん

ＰＲＯＦＩＬＥ
地下 克愛（じげ かつなり）
団員歴：３年目
役　職：広報副部長・生活副部長
一　言：ぼくより下の代のみん
　　　　な！待ってます(^O^)

球磨村青年団団員紹介　#２

全国青年祭に出場します
　１１月に東京都で開催される全国青年祭に球磨
村青年団からは、ダンスと野球に合わせて９人が
出場します。出場団員は次の人たちです！全国大
会頑張ってきます！
【ダンス】野々原真矢・地下翔太・大岩誉・
　　　　　原麻美・作愛華
【野　球】小川卓郎・中渡孝之・蔀祐太朗・
　　　　　地下克愛
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今月のおススメＢｏｏｋｓ

　ナミヤ雑貨店の奇蹟
東野圭吾　著

　あの時の回答は、あなたを救い
ましたか？
　悩み相談お任せください―。時
空を超えて交わされる、温かな手
紙交換。過去と現在が鮮やかに繋
がったとき、すべての真実が明ら
かになる。すべての人に贈る、感
動と驚愕の物語。

　ねこ背は治る！
小池義孝　著

　悪い姿勢の代表的な例でもある「ねこ背」。背中が
丸まっているため、見栄え的にも、そして健康的にも
悪い影響を及ぼしてしまいます。では、どうして「ね
こ背」になってしまうのでしょうか。多くの人は背骨
が曲がってしまった「結果」、ねこ背になってしまう
と考えがちです。しかし、ねこ背は「結果」ではなく
「手段」だと力説するのが、一義流気功治療院の院長
である小池義孝さんです。気になる人は一度読んでみ
ましょう。

 ひまわりのおか
 ひまわりをうえた八人のおかあさんと

葉方丹　文／松成真理子　絵
　東日本大震災で発生した津波によって、７４
人の児童の命がうばわれてしまった宮城県石巻
市大川小学校。この学校のそば、子どもたちが
避難しようとし場所に、わが子をなくしたお母
さんたちが、ひまわりを植えはじめました。こ
の本は、ひまわりを植えはじめた８人のお母さ
んたちの、わが子へあてた手紙やお話をもとに
つくられた絵本です。

（お問合せ及び予約先）球磨村教育委員会　☎３２－１１１７
受付日：月曜日～金曜日（祝日除く）　受付時間：８：３０～１７：００

11月 休日当番医 ※�都合により変更になる場合がありますので、受診される方は
当番医療機関にご確認ください。

11 月３日（土）
仁田畑クリニック 多 良 木 町 多良木町多良木８９５－６ ☎４２－１１２３
脳神経外科小林クリニック 錦 町 錦町西３６０４－１０６ ☎３８－５６７０
公立多良木病院小児科 多 良 木 町 多良木町多良木４２１０ ☎４２－２５６０

11 月４日（日）
こんどう整形外科 あさぎり町 あさぎり町免田東２７９１ ☎４５－６５５５
たかの眼科 あさぎり町 あさぎり町上北１９３－１ ☎４７－２５５０
たかはし小児科内科医院 人 吉 市 人吉市相良町８－１ ☎２４－２２２２

11 月 11日（日）

井口医院 多 良 木 町 多良木町多良木２９０５－１ ☎４２－５５７０
増田耳鼻咽喉科クリニック あさぎり町 あさぎり町免田東１４４０－１１ ☎４５－８００１
権頭医院 相良村 相良村四浦東２８１５ ☎３６－０００８
増田クリニック小児科 人 吉 市 人吉市五日町４４ ☎２２－３５７０

11 月 18日（日）
東病院 あさぎり町 あさぎり町岡原北９４６ ☎４５－５７１１
岩井クリニック あさぎり町 あさぎり町深田東４４５－１ ☎４９－２１８１
人吉総合病院小児科 人 吉 市 人吉市老神町３５ ☎２２－２１９１

11 月 23日（金・祭）

桑原医院 あさぎり町 あさぎり町免田東１９８２ ☎４５－０２０５
犬童内科胃腸科医院 あさぎり町 あさぎり町上北１６９－２ ☎４５－１１２５
球磨村診療所 球 磨 村 球磨村大字一勝地甲７７－１７ ☎３２－０３７７
やまむら医院 あさぎり町 あさぎり町免田東１４９７－６４ ☎４５－０００５
犬童耳鼻咽喉科 多 良 木 町 多良木町多良木２８３４ ☎４３－０７７７

11 月 25日（日）高田内科医院 錦 町 錦町一武１５７６－１ ☎３８－３６７７
増田クリニック小児科 人 吉 市 人吉市五日町４４ ☎２２－３５７０

　

頑張れロアッソ !!
〜 Road to J1 〜 （ロアッソ熊本に関するお問合せ先）

（株）アスリートクラブ熊本
☎０９６－２８３－１２００

リーグ戦５連勝／天皇杯では
Ｊ1仙台を撃破！！
　ロアッソ熊本は、第３８節ＦＣ町田ゼルビア
に勝利し、リーグ戦初の５連勝と波に乗ってい
ます。また、天皇杯３回戦では、Ｊ１で首位争
いをするベガルタ仙台に延長戦の末、２対１で
勝利し、見事ジャイアントキリングを起こして
くれました。リーグ戦も終盤になりましたが、
最後までロアッソ熊本から目が離せません。

【試合結果】（１０月２２日現在））
第３５節　vs　アビスパ福岡　　　　　（HOME）（３－１○）
第３６節　vs　湘南ベルマーレ　　　　（AWAY）（２－１○）
第３７節　vs　モンテディオ山形　　　（AWAY）（２－０○）
第３８節　vs　ＦＣ町田ゼルビア　　　（HOME）（２－１○）
第３９節　vs　横浜ＦＣ　　　　　　　（HOME）（０－１●）

【１1月の試合予定】
第４１節（　４日）�vs�ヴァンフォーレ甲府　　（AWAY）
第４２節（１１日）�vs�愛媛ＦＣ　　　　　　　（HOME）

１ 木

２ 金

３ 土
●やまびこ運動会（9:00 ～　立野分館）
●一勝地阿蘇神社奉納剣道大会（9:30 ～　一小）�

４ 日 ●第 38 回分会対抗駅伝大会（10:00 ～　球磨村一円）�

５ 月

６ 火 ●一勝地阿蘇神社奉納弓道大会（9:30 ～　宮本道場）

７ 水 ●くまもと教育の日 in くまむら（10:00 ～　球中）

８ 木

９ 金 ●一勝地阿蘇神社大祭� �

１０土 ●大無田阿蘇神社大祭� �

１１日
●一勝地阿蘇神社奉納ソフトボール大会（9:00 ～　球中）
●里山フェスタ in くまむら（9:00 ～　さんがうら）
●大瀬阿蘇神社大祭� �

１２月
○区長文書（お知らせ版発行）
●住吉神社奉納弓道大会（9:30 ～　高音弓道場）
●神瀬住吉神社大祭�

１３火

１４水

１５木
●渡阿蘇神社大祭
●３歳８カ月健診（13:00 ～　渡多）
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　村民の皆さんからお寄せいただいた「肥後狂句」「川柳」「短歌」を掲載
します。全てを掲載できない場合もありますのでご了承ください。

（
掲
載
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
、
役
場
総
務
企
画
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。）

［清流館］＝球磨村コミュニティセンター清流館／［渡多］＝渡多目的集会施設／［神多］＝神瀬多目的集会施設／［やまなみ］＝石の交流館「や
まなみ」／［かわせみ］＝一勝地温泉かわせみ／［渡小］＝渡小学校／［一小］＝一勝地小学校／［球中］＝球磨中学校／［運公］＝総合運
動公園／［さんがうら］＝田舎の体験交流館「さんがうら」

11 月行事予定　EVENT CALENDER
※変更になる場合もあります

１６金 ●一王子神社奉納グラウンド・ゴルフ大会（9:00 ～　運公）

１７土

１８日
●球磨中学習発表会（球中）
●２区第２回グラウンド・ゴルフ大会（９:00 ～　運公）

１９月

２０火

２１水

２２木

２３金 ●人吉街道ふれあいウォーク� �

２４土 ●コンニャク作りとつるし柿作り体験（9:00 ～　さんがうら）

２５日
●渡小学習発表会（渡小）
●一勝地小学習発表会（一小）

２６月
○区長文書（広報くまむら発行）
●行政相談（10:00 ～　清流館）

２７火

２８水

２９木

３０金
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車
窓
か
ら
は
、
刈
っ
た
稲
が

竿
掛
け
さ
れ
て
い
る
風
景
が
広

が
り
、
今
年
も
実
り
の
秋
を
迎

え
た
な
と
感
じ
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

　
さ
て
、
10
月
７
日
、
２
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た
村
民
体
育
祭

は
、
各
分
会
か
ら
た
く
さ
ん
の

選
手
が
集
ま
り
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、

普
段
は
会
う
機
会
も
少
な
い
人

た
ち
が
、
手
と
手
を
取
り
合
っ

て
競
技
し
ま
し
た
。
写
真
を
撮

り
な
が
ら
人
の
表
情
や
そ
れ
ぞ

れ
の
分
会
の
雰
囲
気
を
見
て
い

る
と
、
村
民
体
育
祭
は
、
地
域

の
人
同
士
が
、
協
力
し
て
競
技

し
、
親
睦
を
深
め
る
機
会
で
あ

る
と
同
時
に
、
地
域
づ
く
り
の

一
つ
の
か
た
ち
な
の
か
な
と
感

じ
ま
し
た
。

　
村
の
各
地
域
で
も
毎
年
、
運

動
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
活

動
を
す
る
こ
と
で
お
互
い
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
災
害

時
に
重
要
と
な
る
「
共
助
」
と

い
う
考
え
方
も
芽
生
え
て
き
ま

す
。
そ
ん
な
地
域
づ
く
り
が
、

こ
れ
か
ら
の
将
来
も
っ
と
も
っ

と
必
要
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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人口・世帯の動き

10月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1,611� △�1 △�24

人　口（人） 4,322� △�5 △�138

男　（人） 2,035� △�2 △�78

女　（人） 2,287� △�5 △�60
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第７回くまむら棚田写真コンテスト

豊
永 

和
臣 

さ
ん 

撮
影
（
人
吉
市
）

『親子稲刈り体験』
　

今
年
で
第
７
回
目
を
迎
え
る

「
く
ま
む
ら
棚
田
コ
ン
テ
ス
ト
」

は
、
『
“
後
世
に
残
し
た
い
”
魅

力
あ
る
「
く
ま
む
ら
の
棚
田
」
の

風
景
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
作
品
の

募
集
し
、
49
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
最
優
秀
賞
に
選
出
さ

れ
た
の
は
豊
永
一
臣
さ
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（
人
吉

市
）
の
『
親
子
稲
刈
り
体
験
』
と

い
う
作
品
で
す
。
親
子
で
稲
の
竿

掛
け
を
す
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微
笑
ま
し
い
温
か
み

の
あ
る
一
枚
で
す
。

　

な
お
、
応
募
さ
れ
た
す
べ
て
の

作
品
は
、
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月
27
日
、
28
日
に
開

催
さ
れ
る
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
“
く

ま
む
ら
”
の
農
林
産
物
品
評
会
展

示
会
場
内
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
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